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セント･アンズ･アカデミーにお越しいただきありがとうございました。このガイドブッ

クはご自由にお持ち帰りください。これ以上必要ないという方はリサイクルのためイン

タープレティブセンターへお返しください。 
日本語版 



１９.中央階段 
 
このツアーの最後にあなたは再びスタート地点

であるセント･アンズ･アカデミーの中央階段へ

と戻ってきました。これまで、たくさんの人々

のセント･アンズ･アカデミーでの生活がここで

始まり、ここで終わったのでした。入学生たち

は入学式の際にこの階段をかけのぼり、卒業生

たちは最後にこの場所でクラスメイトと一緒に

卒業写真を撮影しました。修道会に入る若い女

性たちにとってもここは特別な場所でした。彼

女たちはここで信義と奉仕を誓ったのでした。

セント･アンズ･アカデミーが１９７３年に閉鎖

すると同時にシスター達は生活拠点を失いまし

た。しかし、彼女たちの社会を豊かにしたいと

いう気持ちは消えることはありませんでした。

今日、インタープレティブセンターはセント･

アンズ･アカデミー、ビクトリア、そしてブリ

ティッシュ･コロンビア州の歴史を今に伝える

場所として存在しています。 

“私がシスターになることを決断
し、母とこの階段を上っていると
母が泣き始めました。すると修道
院長さんが‘泣かないで。あなた
の娘さんはこれから幸せになるの
だから。’となぐさめました。し
かし、母は‘それはわかっていま
すが、私は悲しいのです。’と泣
き続けていました。” 

(匿名、生徒 1925～33、 

       シスター 1940～) 

 
“この中央階段を数多くの生徒や
シスター達が通りました。多くの
生徒がこの階段を上りセント･ア
ンズ･アカデミーに入学し、私た
ちが伝えたメッセージを胸にここ
から旅立っていったのでした。” 

(匿名、シスター)  

●セント･アンズ･アカデミーの改修の際、最も重要だった原則は定められた修復年代と歴史的

に見て忠実に、そして正確に再現することでした。しかしながら、中には妥協せざるを得ない

部分もありました。例えば、庭園内の木々は１９１1年当時はほんの苗木程度の大きさにしか

過ぎませんでした。今では十分に成長し、日光をさえぎる天蓋が備え付けられています。 

 
●この中央階段の改築も妥協の必要な場所でした。１９１０年から１９１８年の間という修復指

定年代の頃、２つの応接室とチャペルへと続くこの階段は１８８６年に作られたバロック調の

木製階段でした。その後、１９２４年までに時間の経過と自然環境によって木製の階段は傷

み、より耐久力のあるコンクリート製へと変更されました。このコンクリート製の階段を１８８６

年当時の木製のレプリカに再び戻すには多額の費用がかかり、また木製の階段の維持費

も問題となるだろうと推測されました。。その結果、この階段はセント･アンズ･アカデミーの大

きな特徴のひとつでしたが、指定された年代よりもおよそ６年後の姿に現在なっています。 

 
 

セント･アンズ･アカデミー、そしてインタープレティブセンターへようこそ。

このパンフレットはセント･アンズ･アカデミーの長い歴史について詳しく記し

たもので、今から始まるセント･アンズ･アカデミーツアーのガイド役として非

常に役立つものです。１ページごとに敷地内のさまざまなポイントの概観や歴

史について詳しく紹介されています。さらに、それぞれのポイントに関して実

際のセント･アンズ･アカデミーのシスター、スタッフ、そして卒業生たちがそ

の地での思い出や感想を語っています。中には度重なる改築や修復工事によっ

て現在は存在しないため、文章だけによる説明のポイントもあります。インタ

ープレティブセンターとセント･アンズ･アカデミーの敷地全体の地図とこれか

らのツアールートは次の２ページに掲載されています。これを参考に今からの

セント･アンズ･アカデミーツアーをお楽しみください。 

 

 

 

セント･アンズ･アカデミーで静かな時間を過ごしたい方には、敷地内を散策さ

れるか、インタープレティブセンター前にある果樹園でリラックスされること

をお勧めします。このウォーキングツアーはいくぶん広範囲にわたっており、

９～１０ヶ所のポイントは車椅子では容易に移動できませんので、あなたの気

の向くままにコースを変更、短縮してください。セント･アンズ･アカデミーの

歴史に関して詳しく知りたい方は、インタープレティブセンター内に掲示され

ているパネルをご参照ください。建物の構造、セント･アンズ･アカデミーの歴

史など何らかの疑問、質問のある方はスタッフ、もしくはボランティアにいつ

でもお聞きください。詳しい情報はギフトショップに販売されているさまざま

な資料からも知ることが出来ます。 
 

  
 

それではセント･アンズ･アカデミーツアーをお楽しみください! 



１８.記念額 
 

セント･アンズ･アカデミーのシスター達は地元

のカソリック社会、そしてビクトリアの一般地

域社会のメンバーでもありました。彼女たちは

病院や学校での活動を通して、これらの地域社

会に大きく貢献しました。そして、そのお返し

として彼らから援助を受けていました。ここに

ある記念額は司教ディマースを記念したもので

す。彼はシスター達にとって最も重要な後ろ盾

の一人でした。その当時、ビクトリアはゴール

ドラッシュによって人口が急激に増加していま

した。そのため、学校や病院の必要性を感じ、

セント･アンズのシスター達を説得し１８５８年

に彼女たちをビクトリアへと連れてきたのが司

教ディマースでした。彼はセント･アンズのため

に丸太小屋を用意し、さらに１８６０年にはビ

ューストリート沿いに大きなレンガ造りの修道

院と学校を用意しました。ディマースに加え、

他にも数多くのセント･アンズに対する寄贈者が

いました。例えば、ブリティッシュ･コロンビア

最初の州知事ジェームズ･ダグラスやビクトリア

･チャイニーズコミュニティーのメンバーであっ

たウォン･リーなどです。多くの点で、セント･

アンズ･アカデミーはシスターとビクトリアの人

々の実り多い関係のシンボルの役目を果たして

いました。 

●１８７1年に建設されたセント･アンズ･アカデミーの最初の部分の建設費は当時のお金で約

１００万円でした。１８７２年までの１年間に１０万円ほどの寄付が集まり、基金募集のイベン

トを行うと約１２万円が集まりました。その後、このような基金募集のイベントは毎年行われ

るようになりました。 

 
●１９９７年のセント･アンズ･アカデミーの改修工事にはおよそ１３億円もの工事費がかかりま

した。大規模な地震に備えコンクリートを強化する作業に莫大な費用がかかりました。 

“司教ディマースがビューストリー
ト沿いに２階建ての丈夫なレンガ製
の建物を建築中である。この建物は
セント･アンズ･アカデミーのシスタ
ー達の住宅として彼女達に寄贈され
る予定である。” 
(ビクトリア･デイリーコロニスト新聞 

1860年6月21日付) 

 
“救済のために立派で真新しい修道
院学校と孤児保護施設を兼ね備える
セント･アンズ･アカデミーのシスタ
ー達が政府に対して貧民救済の組織
体系を確立するように求めている。
セント･アンズほど立派で価値の高い
組織は存在しないだろう。” 
(ビクトリア･デイリーコロニスト新聞 

1871年11月15日付) 

  
“セント･アンズ･アカデミーのシス
ター達が行っている活動を考えてみ
ると、われわれの街にはこのような
すばらしい教育組織が存在している
んだということに感心させられてし
まう。” 

(ビクトリア･デイリーコロニスト新聞 

1898年6月30日付) 



１７.果樹園 
 

リンゴ,セイヨウナシ、セイヨ

ウスモモ、そしてサクランボな

どの果物が今現在も果樹園で育

てられています。通りのそばに

野菜もしばらくの間育てられて

いましたが、１９６０年代に生

徒たちがその場所を野球スペー

スとして利用し始めた後、育た

なくなりました。この果樹園は

１８７１年以前にこの土地を所

有していた入植者達によって植

えられたものであると考えられ

ています。それらのフルーツや

野菜は第二次世界大戦の最中、

食糧配給制となった頃に修道院

や学校の生徒の貴重な食物とな

り、彼女らを空腹から救いまし

た。学校が閉校となる最後の数

年間はシスターたちだけでは管

理しきれないほど多くなったた

め、雇われた人や時には生徒達

が手伝いをしていました。 

“りんごやナシの収穫のシーズンになると、多くの
女生徒達が果樹園に集まりました。時には３００人
ほど集まったこともあり、そのときは収拾がつきま
せんでした。そこで知恵のある生徒たちはいったん
学校へと戻り、人が少なくなった放課後にまた戻っ
てきていました。” 

(テレサ･バセット-プライス、生徒 1961～73) 

 
“果樹園が野球スペースとして使われだすと、果樹
園の作物に影響が出始めました。” 

(キャサリン・グレーブス、生徒 1967～73) 

 
“私達は何か思い悩んだ時、美しい果樹園や庭園、
散歩道をゆっくりと歩き回ったものでした。” 

(匿名、生徒 1940～48、シスター 1953～80) 

 
“セント･アンズ･アカデミーの敷地内に入るとまず
この豊かな果樹園が目に入ります。私が生徒だった
頃、1つのルールがありました。それは食堂以外で
ものを食べてはいけないということでした。その点
でこの果樹園は私たち生徒の誘惑の種でした。” 

(匿名、シスター 1949～) 

●この果樹園やそこに生えている木々はおそらく樹齢１００年以上経過しているといわれてい

ます。ブリティッシュ･コロンビア州の植物専門家たちが彼らの専門知識を用いてさまざまな

種類のりんごの品種を特定しようと試みました。その結果、中には一般的によく知られたグ

ロリアマンデー、カナダレッドなどもありましたが、中には特定するのが難しく、その当時はま

だ命名されていなかった品種もありました。 

 
●ハンボルドストリートのそばにはえているもっとも大きな樹木は野生りんごの木です。通常,１

本の野生リンゴの木が他の植物に送粉を行う目的に植えられています。 



１６.ハンボルドゲート 
 

セント･アンズ･アカデミーの前を走るハンボルドストリート

の向こう側には１９０８アディションと呼ばれるかつてセン

ト･ジョーゼフ病院のあった場所があります。この病院は１８

７６年にセント･アンズのシスターたちによって建てられまし

た。このハンボルドゲートから１８７１年に建築され、その

後１９１０年までに２度の増築が行われたセント･アンズ･ア

カデミーの建物全体をきれいに見渡すことができます。右側(

西側)に見える少し高い部分は１９１０フーパーアディション

と呼ばれる生徒寮や教室があり、生徒たちの学校生活の中心

となった場所です。この部分と中央のインタープレティブセ

ンターの間の部分が１８７１年に最初に建てられた部分で、

修道院と学校が収容されていました。インタープレティブセ

ンターとその東側を含めた残りの部分は１８８６年に建設さ

れました。１８７１年と１８８６年に建てられた部分には１

５年の差がありますが、どちらも修道士マイコードによって

設計されました。彼のデザインを実行に移し、建設の現場監

督となった地元建築家はチャールズ･ベレードヘン(１８７１)

とジョーン･ティーグ(１８８６)でした。彼らは建築にあたり

数多くのデザインの変更を行いました。特に彼らは１８５８

年に作られたセント･アンドリュース仮大聖堂を参考にしまし

た。その結果、１８８６年の建築部分のデザインは修道士マ

イコードの原案と大きく異なり,誰のデザインによるものとも

考えられていません。しかし、それは修道士マイコードが心

に思い描いていたものとほぼ同じだったに違いありません。 

“ハンボルドストリート
を歩いていると右側には
セント･アンズのシスタ
ーたちが授業を行ってい
るセント･アンズ･アカデ
ミーがあり、左側にはセ
ント・アンズのシスター
たちが看護を行っている
セント･ジョーゼフ病院
がありました。道の両側
にシスターがいることは
面白いものでした。” 

(匿名、シスター1939～) 

 
“ある日突然、真新しか
った建物の壁が色あせ、
新しいレンガ製の修道院
ができました。それは非
常に大きな建物で、子供
が見るとビクトリアで一
番大きな建物だと思って
しまうような大きさでし
た。” 

(エマ・クリスモア、 

生徒 1874～85)  

●初期の頃、シスターの生活場所とその他の一般生徒の活動場所との区別はグラウンドにま

で及んでいました。その頃は建物前の車道がその境界線の役目を果たしていました。１９６

０年代に入りその境界線がなくなると、生徒達が車道や果樹園で遊びだすようになりました。 

 
●このゲートは改修の際に複製されたもので、セント･アンズ･アカデミーの公式的な行事の際

の入口となっています。結婚式の際、新郎と新婦がしばしば馬車でこのゲートの前に到着し

ます。その光景は、昔に名高い訪問客が同様に馬車でこのゲートを通って修道院までやっ

てきていた光景に似ています。 

１.パーラーエントランス 
 

少しの間、あなた自身がセント･アンズ･

アカデミーの生徒であったと想像してみ

てください。ここは生徒たちが両親とと

もにセント･アンズ･アカデミーのシスタ

ーたちと初めて対面する場所でした。大

きなドアとステンドグラスに囲まれたこ

のロビーから今日のあなたのツアーが始

まったように、ここからセント･アンズ･

アカデミーの生徒達の学校生活が始まっ

たのでした。かつては修道院と女学校が

セント･アンズによって運営されていま

したが、現在、この建物はブリティッシ

ュ･コロンビア州政府によって管理、運

営されています。セント･アンズ･アカデ

ミーの歴史上重要なインタープレティブ

センターと呼ばれる建物前面部分を残し

てその他の大部分がオフィススペースと

して利用するために改築されました。し

かし、このインタープレティブセンター

は建設当時の構造のままで保持され、１

９２０年代当時の姿のままに修復されて

います。 

“この建物は古く非常に歴史のあるものだから
人はみな崇敬の念を持っています...” 

(匿名、シスター 1938～) 

 
“正面入り口の階段を上ってくると、きらびや
かなステンドグラスのある応接室があり、美し
いチャペルへと続くこのロビーは尊厳ある場所
でした。” 

(匿名、シスター 1929～) 

 
“セント･アンズは私にとって特別な場所でし
た。なぜなら、セント･アンズはとても崇高な
雰囲気を持っていたし、さらには、私たちと他
のカナダの地域の人々とのつながりを作ってく
れたからです。”  

(メリー･ドディ･ジョーンズ、 

セント･アンズを守る会メンバー) 

 
“生徒やシスターなど多くの人々と長い歴史を
持つセント･アンズ･アカデミーには誠実な人間
を作り出す素晴らしい雰囲気がありました。” 

(ジム･スティーブン、木工職人) 

●地元の熟練したベテラン職人たちがセント･アンズ･アカデミー、インタープレティブセンター

の修復に重要な役割を果たしました。彼らは自分達の技術や経験を建物の改築に活かしま

した。 

 
●建築初期の材料が修復の際できる限り多く再利用されました。例えば、１００年以上使用さ

れていたドアの蝶つがいは取り出され、磨き直されました。原型の石こう作品は修理され、

再利用されました。手製の窓ガラスが出来る限り建物前面に使われ、初期の照明装置がそ

のまま使われました。さらに、建設初期の鍵が応接室とチャペルの扉にそのまま用いられま

した。これらの部品は少なくともあと１００年は使用できると考えられています。 



この部分は１８８６年に建設されましたが、セ

ント･アンズ･アカデミーの歴史はさらにさかの

ぼります。セント･アンズの４人のシスター達が

カナダ東部のケベックからビクトリアにはじめ

てやって来たのは１８５８年６月５日のことで

した。その当時、ビクトリアはゴールドラッシ

ュの中心地として入植者が急激に増加し,学校や

病院の必要性が迫られていました。そして、到

着のわずか２日後、彼女たちは小さな丸太小屋

で授業を始めたのでした。１８６０年にビュー

ストリートにある修道院に移るまでの２年間、

その小屋と別の借家がシスター達の活動の中心

でした。１８７１年に現在の地にセント･アンズ

･アカデミーが建設されてから１９７３年に閉鎖

されるまでの約１００年間、シスターたちはこ

こで授業を行いました。 

“私の兄が戦争から帰ってきた時、彼
がこの応接室に入ってきた私を抱き上
げました。だからこの応接室が非常に
心に残っています。” 

(匿名、生徒 1925～33、 

シスター 1940～) 

 
“ここはいつもとても静かな場所だっ
た印象が残っています。” 

(ドロシー･タブマン、生徒 1945～55) 

 
“その当時、ここはめったに使われて
いなかった印象があります。ビクトリ
ア朝様式の雰囲気のある応接室だった
と思います。” 

(キャサリン･グレーブス、生徒 1967～73) 

●パイプ状の暖房機がセント･アンズ･アカデミーのユニークな特徴のひとつです。もはや現在

では生産されていないこの器具は修復の際、再利用されました。しかし、これが多くの問題

を生じました。パイプにしばしば穴が出来て、これにより改築工事中に数多くの漏電が生じ

ました。改築工事中、配管工たちが漏れ口を探し出す光景が何度も見られました。 

 
●アカデミー内のすべての窓が改築の際に取り除かれ、再建されました。インタープレティブセ

ンター内の窓は現在も建設当時、“フランス型開き窓”と呼ばれた様式になっています。この

様式は当時、ビクトリアよりもケベックで広く用いられていました。一方、金属製品に関しては

ビクトリアで広く用いられていたスタイルで建築されています。 

 
●窓の修復業者は改築の際、１８７１年製の窓枠が１９１０年製の窓枠よりも良い状態であるこ

とに非常に驚きました。なぜなら、１８７１年製の窓枠には質の悪い木材が用いられていた

からです。これは、シスターたちが建物の豪華さや壮大さにはこだわらず、節約を第一に考

えていたことを象徴しています。 

１９２４年発行の学校会報による

とセント･アンズのシスター達が家

族からのクリスマスプレゼントを

テニスコートを建設するための費

用を賄うために売却したと記され

ています。このテニスコートは庭

園と中央の車道の間につくられま

した。このテニスコートはシスタ

ー達が生徒たちの体力を気にかけ

ていたため作られましたが、実際

はシスター達がよく利用していま

した。彼女たちは神聖なシスター

の衣服を身にまといながらテニス

を楽しんでいました。また、ここ

は自転車の駐輪場所にもなってい

ました。学校が閉校すると人気だ

ったテニスコートはセント･アンズ

･アカデミーの正面にあったセント

･ジョーゼフ病院の関係者用駐車場

となりましたが、後に緑地へと戻

され、現在、アカデミーグリーン

と呼ばれています。 

“シスター達は自分たちのクリスマスプレゼン
ト、友達や親戚からもらったおみやげ用の金塊
などを売って費用を賄っていました。” 

(匿名、シスター 1949～) 

 
“‘個人的な質問を聞きたいんですけど。’と
生徒から聞かれ、‘いいですよ。答えられない
かもしれないけど、とにかく聞いてごらんなさ
い。’と私は答えました。すると、彼女は‘ど
うやって、あんなスカートを履いたままテニス
コートを走り回れるのですか?’と言いました
。私は‘全く問題ありません。邪魔にもなりま
せんよ。あなたもきっとすぐに慣れますよ。’
と答えました。” 

(匿名、シスター 1928～) 

 
“学校が閉校となった後、テニスコートは駐車
場となりました。それを知り、私は胸が引き裂
かれたような思いがしました。私はあのテニス
コートがいつ作られたのか知りませんが、60年
代から70年代にかけてよく利用され、誰からも
愛されていました。” 

(キャサリン･グレーブス、生徒 1967～73) 

●セント･アンズ･アカデミーの改修は植物にまで及びました。建物正面の車道に並ぶモチノキ

の生垣は歴史的に貴重なものでしたが、今は全て新しいものとなっています。改修工事が

始まった頃は多くのモチノキは生き残っていましたが、その後、病気にかかり、枯れてしまい

ました。その結果、モチノキをより管理しやすく、病気にかかりにくい品種のものに取り替え

る決断がなされました。 

 
●建物正面の車道に並ぶ樫の木もまた一部は植え替えられたものです。過去、ポプラ、ツツジ

、そしてヒノキが植えられていましたが、それら全てが病気の犠牲となりました。セント･アン

ズ･アカデミーの卒業生や地域の方々からの寄付によって購入されたこれらの樫の木はそ

のたくましく、病気に強い性質から選ばれました。 

２.ピューピルパーラー(生徒用応接室)  １５.アカデミーグリーン 



１４.記念額 
 

セント･アンズのシスター達

が現在の建物の建設を決定し

た時、彼女たちは自ら文化的

価値の高い、豪華で美しい建

物を築こうとはしませんでし

た。彼女たちは限られた予算

の中で必要最低限のものを築

き上げ、時には彼女たち目的

にかなうように修正を加えな

がら、最終的に今あなたの目

の前にに広がる建物が出来上

がりました。この建物とその

敷地の歴史的重要性とセント

･アンズ･アカデミーのシスタ

ー達のビクトリア、そしてブ

リティッシュ･コロンビア州

への貢献度が評価され、セン

ト･アンズ･アカデミーは州、

国の両方の政府から文化的遺

産の指定を受けました。 

１９７３年、セント･アンズ･アカデミー

の閉鎖とともに、その建物と敷地はブリ

ティッシュ･コロンビア州政府に売却さ

れ、政府教育機関のオフィスとして使わ

れました。一時的な裁判所として、また

非営利団体のオフィスとしても使われま

した。１９９０年、土地再開発のためす

べてのテナントが立ち退きました。しか

し、この再開発に地元住民や活動家たち

が反対し、土地再開発プロジェクトは財

政破綻の後、突然打ち切られました。そ

の後,セント･アンズ･アカデミーの今後

に関して多くの意見が出されました。そ

の協議は長引き,１９９５年まで続きま

した。そして、話し合いの結果、現在の

姿となりました。 

“再開発のプロジェクトが出たとき、政府は
セント･アンズ･アカデミーを民営化すること
を含意していました。私はこれは公共施設の
誤った使用法だと思い抗議することを決めま
した。その後、他にも私と同じ考えを持って
いる人が多くいると知り、反対グループを組
織することを決意しました。” 
       (トム･ローリング、 

セント･アンズを守る会メンバー) 

 
“私が最も大きな問題だと思った点は再開発
の過程や、文化的遺産の扱い方や、社会正当
性や、土地環境の問題などではなく、ただこ
の神聖な場所を汚してはいけないと思ったこ
とでした。” 

    (メリー･ドディ･ジョーンズ、 

セント･アンズを守る会メンバー)  

●インタープレティブセンター内のほとんど全ての木材は樫の木のように塗装されています。

昔は低賃金のため、安価な木材を購入し、それを豪華で魅力的な品種の木のように塗り上

げるほうが経済的でした。インタープレティブセンターとチャペルの修復の際、これらの作業

に多額の費用がかかりました  

 
●修復の際、木材の塗装を行った職人たちはその前に特別な訓練を受けました。実際、木材

を塗装するのには多くの時間がかかりますが、それほど難しいものではありません。彼らに

とってより難しかったことは、以前のものと精密に同じように塗装しなければならないことでし

た。職人達は元のドアの写真を横に置き、それと見比べながら塗装を行いました。 

 
●これらの応接室を当時の外観に再現する作業は現在でも続けられています。現在進行中

のプロジェクトはセント･アンズ･アカデミーのシスターたちが使用していた家具と同じエドワー

ド７世時代(1901～10)の家具の発見と入手です。セント･アンズにふさわしい家具や部品の

写真付カタログが将来の購入のため作成されています。 

“1858年にビクトリアに最初にやってきた4人のシスターは
その後の140年間に起こったことなど夢にも思っていなかっ
たでしょう。” 

(匿名、シスター 1949～) 

 
“人間の数など文化的遺産の数に比べればはるかに多いので
す。つまり、文化的遺産は人々のためにあるのです。” 

(メリー･ドディ･ジョーンズ、セント･アンズを守る会メンバー) 

 
“50年前の風景を今でも見ることができるということは誰に
とっても非常にうれしいものだと思います。建物の建築、改
修には多額のお金がかかったと思いますが、取り壊されるこ
となく今も残っていることは喜ばしいことだと思います。” 

(ドン･バーナー、画家) 

 
“今となっては改築も行われ非常に美しい建物だと思います
が、もしも私が改築に携われたのならセント･アンズ･アカデ
ミーを老人のための施設に変えていたでしょう。ご存知のと
おり、彼らにはそのような施設が必要なのです。” 

(匿名、シスター 1949～) 

●セント･アンズ･アカデミーの外観は1910年から1918年当時の姿のように改築されました。19

10年から1918年という期間はセント･アンズ･アカデミーの建物全体が完成し、その姿が保た

れていた期間を表しています。 

 

●いつの年代の頃のように復元するかということは協議の結果であり、必ずしも建物すべての

歴史を表しているのではありません。セント･アンズ･アカデミーが始まって以来、全ての年代

が重要であり、セント･アンズの歴史を表しているのです。なぜなら、セント･アンズ･アカデミ

ーは長い歴史の中で非常に多くの変化を遂げてきたからです。 

 

●洗濯場を始めとした数多くの建築部分もかつてはセント･アンズ･アカデミーの施設の一部で

したが、数年前にすべて取り除かれ、現存していません。 

３.シスターパーラー(シスター用応接室) 



１８５０年ケベックでマリー･アン･

ブロンディンによってセント･アンズ

は創設されました。そのわずか８年

後には４人のシスター達がはるか離

れたビクトリアへと出発しました。

その当時、ビクトリアは未発達の状

態で、毛皮貿易の前哨地からゴール

ドラッシュの中心地への変遷期にあ

り、金鉱と富を求めて入植者が一気

に増加しました。そして、セント･ア

ンズのシスター達がビクトリアへと

やってきました。シスター達は入植

者のために、またブリティッシュ･コ

ロンビア、ユーコン、アラスカなど

の先住民のために学校や病院を建設

しました。その当時はこの場所はセ

ント･ジョーゼフ教区の中心でした。

セント･アンズ･アカデミーにはその

本部も置かれましたが、セント･アン

ズ･アカデミーの閉鎖に伴い、シスタ

ー達の住宅であるベグビーストリー

ト沿いの施設に移されました。 

“私は今でもセント･アンズ･アカデミーに非常に興
味を持っています。なぜなら、アカデミーはカナダ
西部のセント･アンズのシスター達の中心となる場
所だったからです。” 

(匿名、シスター 1938～) 

 
“セント･アンズの創設者であるマリー･アンはセン
ト･アンズの全てのシスターに感銘を与えてくれま
した。” 

(匿名、生徒 1925～33、シスター 1940～) 

 
“私がシスターだった頃、私たちは‘セント・アン
ズのシスターとして重要なことは、あなたたちは皆
同じではないのです。セント･アンズのシスターは
一人一人がそれぞれ個性を持っているのです。’と
教えられました。” 

(匿名、生徒 1940～48、元シスター1953～80) 

 
“セント･アンズは私たちに多くの可能性を与えて
くれた場所でした。私たちは自分を成長、発展させ
るチャンスをセント･アンズで得ることが出来まし
た。” 

(匿名、生徒 1948～52、シスター 1952～) 

●シスター達の生活場所は先ほどの応接室を出て左側の扉の向こう側にありました。そこに

は通常３５人ほどのシスター達が生活していました。非常に静かな場所でシスターのみが行

き来できました。現在はオフィスとして使われているため、昔、生徒が立ち入れなかったよう

に、見学者は立ち入り出来なくなっています。 

 
●チャペル入り口付近にある２対の半身像は１８５０年にケベックでセント･アンズを創設したマ

リー･アン･ブロンディンと、その当時モントリオールの司教であったイグナティウス･バーゲッ

トを祝して作られました。 

１３.共同墓地 
 

毎年５月になると２人のシスター

が生徒の行列をこの場所へと連れ

てきました。これはイエス＝キリ

ストの母である聖母マリアに敬意

を表すためのものでした。この行

列は庭園のそばにあった聖母マリ

ア像のへとやってきました。そし

て、生徒たちは聖母マリア像に花

冠をささげたのでした。シスター

達の共同墓地が初めて建てられた

のは１８６４年のことでした。場

所は修道院の丸太小屋の近くで、

その後１８８９年に移転されまし

た。１９０８年以降新しい埋葬は

行われませんでしたが、墓地はビ

クトリアでのシスター達の存在を

思い出させるものとして残されま

した。１９７３年にセント･アンズ

･アカデミーが閉鎖するとシスター

の遺体はロスベイセメタリーへと

移されました。 

“今でも鮮明に覚えているセント･アンズでの行事
は毎年５月に行われた庭園のそばの聖母マリア像で
の行事です。私たちは敷地内を歌を歌いながら歩き
回り、自分たちで作った花冠を像のそばに置きまし
た。今でも6歳～18歳の若い生徒たちが青空の下、
美しい庭園の真ん中を歩いていた光景が目に浮かび
ます。” 

(匿名、生徒) 

 
“故人の遺体はロスベイセメタリーには移されず、
現在のままセント･アンズ･アカデミーに安置され続
けます。彼女達の人生を私たちに思い起こさせるた
めに。” 

(協議会議事録 1912年5月18日) 

 
“この墓地に関してはいろいろな噂が絶えませんで
した。私たちははじめの頃はここが墓地だとは知ら
ず、遺体がこの下に埋められているとか、いないと
かいった噂が流れました。その後、ここが墓地で人
々から敬われている場所であると知りました。” 

(匿名、生徒 1940～48、元シスター 1953～80) 

●インタープレティブセンターへと続く入り口付近に並ぶ2本のセコイアの木はセシーリアとアン

ナ･マクエイドの家族によって植樹されました。セシーリアとアンナはセント･アンズ･アカデミ

ーの開校間もない頃の生徒で、その後2人とも修道会に入ることを決意しました。しかし当

時、ビクトリアには修練院はなく、2人の少女は修練のためはるか離れたケベックまで行か

なければなりませんでした。 

 
●1885年のカナダパシフィック鉄道の完成以前、ケベックとビクトリアを行き来するのは非常に

困難なことでした。これが1889年にビクトリアに修道院が建設される要因のひとつとなりま

した。  

４.セント･アンズのシスター達(信徒団) 



シスター達が１８５８年にビ

クトリアにやってきて以来、

あなたが今立っているこの場

所を含めて多くの場所が変化

を遂げました。その昔、この

庭園はジェームズベイへと流

れる小川のある谷でした。し

かし、１９１１年までにこの

谷は埋め立てられて、平らに

なりました。その後、この良

く手入れのされた花々、散歩

道、生垣のある庭園がシスタ

ーや生徒たちの憩いの場とし

て設けられました。晩年、庭

園には雑草が生い茂るように

なり、結局、セント･アンズ･

アカデミーの閉園とともに、

ホームレスや若者達のたまり

場となってしまいました。セ

ント･アンズ･アカデミーを守

る活動が盛んになった後、こ

の庭園は再生され、全ての人

々の憩いの場として開かれた

スペースとして管理されてい

ます。 

“私はこの美しい庭園が私たちに与えてくれた効果を親愛
なるシスター達が知っていたのか気になります。” 

(エマ･クリスモア、生徒 1874～85) 

 

“この庭園を生徒たちに自然科学を教えるのに非常に適し
た場所でした。多くの種類の木が生い茂り、生徒たちに植
物学を教えるのに非常に役立ちました。” 

(匿名、シスター 1938～) 

 
“私は本当に何度もこの庭園に行きました。私は外を歩く
のが非常に好きでした。時々、外を歩いている男の子たち
が声をかけてきてくれたりして楽しかったことを覚えてい
ます。” 

(キャロル･ボール、生徒 1947～59) 

 
“庭園はとても広かったので、一人では手入れができませ
んでした。それはとても骨の折れる仕事でした。” 

(匿名、シスター 1925～) 

 
“生徒達のことを思い出すと、よくこの庭園で遊ばせたこ
とを思い出します。彼女たちは庭園中を走り回っていまし
た。そこには小さな見晴台があり、一番の隠れ場所となっ
ていました。よく授業をサボった生徒たちが隠れていた場
所でした。” 

(匿名、シスター 1925～) 

●セント･アンズ･アカデミーの庭園はその土地を熟知していた神父ブリングスがデザイン、建

築を行いました。その当時、神父ブリングスはセント･アンズ･アカデミーとハンボルドストリ

ートをはさんだ向かい側にあるセント･ジョーゼフ病院で療養中でした。ガーデニングに非常

に興味を持っていたブリングスはこの庭園のデザインを行うことを考え,それを実行に移しま

した。 

５.修練場へと続く階段 
 

修道院として、また学校として利

用されていたセント･アンズ･アカ

デミーにはシスター達の活動場所

と学校の一般生徒の生活場所を隔

てる境界線が存在しました。修道

院は人通りも少なく非常に静かな

場所でしたが、インタープレティ

ブセンターは生徒や訪問客の通行

場所であり、いつでもにぎやかで

した。しかし、そのインタープレ

ティブセンターの中で唯一の例外

はここの階段のある場所でした。

この階段はナビスと呼ばれる若い

シスター達が教育を受ける修練場

へと続くものでした。ドアや床に

印はつけられていませんでしたが

、ここより先は一般生徒が立ち入

らない場所でした。 

“階段のあったこの場所はとてもひっそりとした場所で
した。その階段はシスターだけが使っていたような気が
します。なぜなら、そこより向こうは立ち入り禁止とい
う認識が一般生徒たちにはあったからです。そこは、ま
るで修道院の一部であるかのような雰囲気でした。私は
あの場所に他の場所にはない特別な歴史のようなものを
感じていました。そして、私以前にこの階段を上ってい
たシスター達の姿を思い浮かべていました。” 

(匿名、シスター 1949～) 

 
“白色のベールをかぶった若い信徒たちが階段を上って
いるのを見て不思議に思っていました。彼女たちは天へ
と上っているのか、それともただ上に特別な部屋がある
だけなのか、と。” 

(匿名、生徒 1925～33、シスター 1940～) 

 
“私たちは生徒だった頃、あのドアの向こう側に行きた
くて仕方ありませんでした。” 

(匿名、生徒 1950～53、シスター 1953～) 

●修復工事の際、一度この階段の手すりは全て取り除かれました。しかし、部品をきちんと分

類せず取り外してしまったため、再び組み立てる際にまるでパズルを組み立てているような

非常に困難な作業となりました。この作業にはたった1人の作業員が担当し、完成するまで

1ヶ月以上もかかりました。  

 
●階段の手すりには未塗装の木材が使用されています。これはインタープレティブセンターの

中では数少ない部分の1つです。一方、階段の踏み板部分には塗装された木材が使用され

ています。 

 
●ベルのひもは鐘楼内のベルとつながっています。初期のベルはなくなり、その後、寄付金を

もとに新しいものに取り替えられました。興味のある方はそのひもを一度引っ張ってみてくだ

さい。 

１２．フォーマルガーデン(庭園) 



このホールの扉の向こう側には１８

７１年に最初に建設された“１８７

１ビルディング”、さらにその向こ

うには１９１０年に建てられた“１

９１０フーパーアディション”が存

在します。現在では高等教育機関の

オフィスとして使用されていますが

、かつては生徒寮、音楽室、教室、

図書館、そして美術館と生徒たちと

学校教育の中心の場となっていまし

た。この場所で３５０００人以上の

生徒がセント･アンズのシスターから

教育を受けました。初等レベルのク

ラスには男子生徒もいましたが、セ

ント･アンズ･アカデミーは少女や若

い女性の教育機関として、今でも人

々に記憶されています。ここで、寄

宿生や一部の奨学生達は教育、芸術

、音楽、商業、そしてビジネスに堪

能な女性達から熱心な教育を受けて

いました。 

“授業や修練、訓練はそれほど厳しいものではあ
りませんでした。しかし、規則はとても厳しいも
のでした。なぜなら、私たちは誠実な人間になる
ための訓練を受けていたからです。” 

(匿名、生徒 1925～33、シスター 1940～) 

 
“私は当時、生徒ととても仲が良く良い関係を築
いていました。指導部長であった年配のシスター
の方からあまりにフレンドリーに接しすぎである
と注意されたこともありました。” 

(匿名、シスター 1946～) 

 
“私たちは生徒たちはみな能力のある子であると
信じて指導していました。数学に、科学に、彼女
たちは存分にその才能を発揮してくれました。” 

(匿名、シスター 1949～) 

 
“我々の模範となっていたのは学校の校長であり
病院の院長さんでした。私たちにはとても素晴ら
しい模範となる方々がいました。” 

(ダレン･サウスウェル、生徒 1956～59) 

●この建物の壁の板張り部分の多くの木材に独自の木目模様のペイントが施されています。最

近の調査で職人たちがこの作業をとても短時間で行っていたことが判明しました。 

 
●インタープレティブセンター玄関の床にも一時、同様のペイントが施されていました。1920年

代、この玄関にはリノリウムという素材が使われていました。その当時、リノリウムはごく一般

的に用いられる素材の1つでしたが、現在ではほとんど使用されず入手も困難となっていま

す。そのため、当時の床とマッチするリノリウムを見つけるにはお金と時間がかかるようにな

りました。 

１１.運動場 
 
セント･アンズのシスター達がケベック

からビクトリアにやってきた頃、彼女

たちは一般的に慈善団体のシスター達

として人々に認知されていました。こ

の表現は正確ではないかもしれません

が、彼女たちの仕事や活動を適切に表

現しています。セント･アンズ･アカデ

ミーは独立した学校として、政府から

の資金援助を受けていませんでした。

そのため、アカデミーの生徒は授業料

を支払って教育を受けなければなりま

せんでした。しかし、裕福な人々と貧

しい人々の両方に開かれた学校という

セント･アンズ･アカデミーの信念の下

、多くの生徒の授業料がシスター達の

負担によってまかなわれました。同様

に、シスター達の慈善活動は地域社会

の恵まれない人々にまで及んでいまし

た。この生徒たちの遊び場の近くにシ

スター達は生活困窮者のための食糧配

給所を設けていました。 

“経済的に授業料を支払うことが困難な子供たち
は無料で授業を受けることが可能です。” 

(セント･アンズ･アカデミー入学パンフレット 1858) 

  
“私は授業料を全額支払うことができませんでし
た。しかし、それによって学校を締め出されると
いったような何らかの差別を受けることは全くあ
りませんでした。” 

(キャサリン･グレーブス、生徒 1967～73) 

  
“学校の裏側にあったこの運動場で友達とよく走
り回って遊んだことを覚えています。遊んでいる
ときに、そばでシスター達が貧しい人々のために
食料を配っている光景をよく目にしました。” 

(ロイス･マクジー、生徒 1952～59) 

  
“セント･アンズのシスター達から食糧を供給し
てもらっている生活困窮者を見ると、彼らはカソ
リックなのかという疑問は浮かんでこない。” 

(ビクトリア･デイリーコロニスト新聞 

1871年11月15日付) 

●セント･アンズ･アカデミーの中に並ぶ木々の根元のほうに目をやると、小さなレンガでできた

壇があります。この場所から聖母マリアはセント･アンズ･アカデミーの生徒たちが遊んでい

る様子を眺めていたのでした。 

 
●芝生の端の部分にあるむき出しのコンクリートは学校の体育館があった場所を示していま

す。セント･アンズ･アカデミーの美術の先生をしていたシスター･オシーがこの建物をデザイ

ンしました。 

 
●このツアーの次のポイントへと向かう途中に数枚の大きなステンドグラスが並んだ講堂を通

過します。かつては生徒たちの演奏会、演劇会、また卒業式の場であったこの場所は現在、

高等教育関係機関のオフィスとして利用され、またレンタル可能なスペースとなっています。 

６.セント･アンズ･アカデミー 



現在のアカデミーの裏側がセント･ア

ンズの活動初期の丸太小屋でできた修

道院のあった場所です。１８５５年司

教ディマースがハドソンベイカンパニ

ーの社員であったレオン･モレルから

この建物を購入しました。モレルの妻

であったアデレードはこの直前に娘の

エミリーを残して亡くなりました。そ

の後、エミリーは１８５８年に最初に

セント･アンズのシスター達から世話

を受ける孤児となりました。セント･

アンズ･アカデミーの陰に隠れがちで

すが、セント･アンズ･アネックスもこ

の場所にありました。１９２９年に小

学校として建設され、１９５８年と６

７年の２度にわたって拡張され、１９

６７年にはセント･アンズ・アカデミ

ーの中等学校となりました。セント･

アンズ･アネックスがなくなると、そ

の跡地にはセント･アンズ･アカデミー

、ビーコンヒルパークへと続く新しい

緑地が作られました。セント･アンズ･

アカデミーとビーコンヒルパークはご

く近い関係にあり、ビーコンヒルパー

クは生徒やシスター達のアクティビテ

ィの場所としてよく利用されていまし

た。 

“私たちの‘家’であったその丸太小屋は全長１
０ｍ程で、羽目板で覆われていました。外観は全
てが充分な様に見えましたが、内側は外観とは大
きく異なるものでした。丸太同士の継ぎ目は埋め
られておらず、天井板はありませんでした。小屋
は２つに分けられており、その境目には２層の煙
突がありました。” 

(シスター･メリー･アンジェリー、シスター 1858) 

 
“高等学校は8年生から始まり12年生までの4年間
でした。上の学年と下の学年は分かれて行動し、
一緒に授業を受けることはありませんでした。” 

(キャサリン･グレーブス、生徒 1967～73) 

 
“私はセント･アンズ･アネックスにいましたが、
セント･アンズ･アカデミーはとても大きな建物だ
ったことを覚えています。” 

(エイリーン･リンウッド、生徒 1965～67) 

 
“トーマス･アクィナスの日にはシスター達と一緒
にビーコンヒルパークまで歩きました。” 

(キャロル･ボール、生徒 1947～59) 

 
“私達はよく英語の授業をビーコンヒルパークで
行いました。それはとても楽しいものでした。” 

(キャサリン･グレーブス、生徒 1967～73) 

●上記の丸太小屋の修道院は現在も存在しており、ロイヤル･ブリティッシュ･コロンビア博物

館のそばの敷地で見ることができます。一般的に丸太小屋と表現されていますが実際の建

物はポスト・オン・シルと呼ばれるスタイルです。このスタイルはケベックで広く用いられてい

たものです。 

７.チャペルエントランス 
 
チャペル入口に来ると、まず左側にはかつてシ

スター達の診療室がありました。もともと、こ

の診療室とチャペルをつなぐドアが存在しまし

た。この扉は年配のシスターや病弱なシスター

がベッドから起き上がることなくミサに参加で

きるように配慮されたものでした。チャペルは

１８５８年にセント･アンドリュースの教会と

して信徒ジョセフ･マイコードによって建てら

れ、その歴史がスタートしました。ビクトリア

初のローマ･カソリック聖堂ですが、内部が完

成したのは２年後の１８６０年のことでした。

マイコードはこの教会で最初の聖職者に叙任さ

れました。こうして、彼は信徒から神父になっ

たのでした。その後、木製の小さな教会はセン

ト･アンズ･アカデミーとハンボルドストリート

をはさんで向かい側にあったセント･ジョーゼ

フ病院へと移され、１８８６年にはセント･ア

ンズ･アカデミーの建物拡張に伴い統合され、

セント･アンズのシスター達のチャペルとなり

ました。興味深いことはかつて神父マイコード

がセント･アンズ･アカデミーにもチャペルのデ

ザインを考えていたことです。しかし、彼がチ

ャペルを置こうと考えていた場所には応接室、

診療室などが置かれました。 

“セント･アンズのシスター達はシスタ
ーになるための教育をここで受け始め
、ここで人生を終えたのでした。なぜ
なら、セント･アンズにはシスターのた
めの診療室があったからです。シスタ
ー達にとってセント･アンズ･アカデミ
ーは人生の初めと終わりを迎える場所
でした。” 

(匿名、シスター 1938～) 

 
“年配のシスター達は周りの人々とお
しゃべりをするのが大好きでした。彼
女たちは診療室にいましたが、ミサの
時間用にチャペルへと続く扉がそこに
ありました。” 

(匿名、シスター 1929～) 

 
“建物が完成すると、この教会はビク
トリアで最もすばらしく、尊敬に値す
る場所の1つとなるだろう。そして、神
父マイコードの技術と感性を反映した
ものとなるだろう。” 

(ビクトリア･デイリーコロニスト新聞 

1860年11月23日付) 

●かつて、セント･アンズ･アカデミーが無人だったときに不審者たちがチャペルに侵入し、チャペ

ルドアのステンドグラスを破壊したことがありました。その後、残存した窓をもとに熟練職人た

ちが破損した窓を修復しました。現在取り組まれているプロジェクトは建物建設初期の窓を

復元することです。 

１０.丸太小屋でできた修道院 



８.チャペル 
 
セント･アンズ･アカデミーはその長い歴史の

中で変化を遂げてきました。しかし、カソリ

ック教育の中心としての役割はその間も変わ

ることはありませんでした。このチャペルは

その役割を最も象徴したものです。当時、信

徒であったマイコードはこのチャーチを当時

ケベック郊外にあった教会を参考にデザイン

しました。１９６０年代、カソリック教会は

ヴァチカン２世による変遷の高まりに伴って

、邪魔者扱いされました。その結果、多くの

チャペルの外観が現代化されました。装飾は

単一化され、祭壇や手すりが取り除かれ、全

ての空間が薄暗いグレー色に塗り替えられま

した。後に１９７３年にセント･アンズ･アカ

デミーが閉鎖されると、このチャペルはその

犠牲となるかたちで放置されました。しかし

、１９２０年代当時の姿のように改修されて

以来、現在までチャペルは宗派を超えたレン

タル施設として結婚式や、その他の行事に利

用されています。 

“午後になると、私たちはチャペルの中に
入り太陽がステンドグラスを照らしている
風景を眺めていました。その光景はとても
美しく、私たちに安らぎを与えてくれまし
た。” 

(メリー･フラナガン、生徒 1926～37) 

 
“私たちはよくチャペルにいき、祭壇の近
くで誓いを行いました。” 

(匿名、寄宿生 1936、シスター 1939～) 

 
“全てのシスターは祭壇や、建物のほかの
部分がなくなってしまう光景を見たくあり
ませんでした。” 

(匿名、生徒 1925～33、シスター 1940～) 

 
“チャペルの壁全体が緑色のまるで藻のよ
うな色に変えられてしまったことは非常に
残念なことでした。” 

(メリー･ドディ･ジョーンズ、 

セント･アンズを守る会メンバー)  

●文化的遺産修復に関する専門家たちは過去の書類や写真を入念にチェックし、修復に指定

された年代である1910年から18年の頃の姿に修復するために詳細な分析を行いました。 

 
●祭壇などチャペル内のいくつかの部分は初期のものが無くなり、レプリカがつくられました。

他の部分は初期のものとほぼ同じ形のものが代用されています。 

 
●祭壇の手すり付近まで行き、チャペルの後ろ側を見上げるとパイプオルガンを見ることがで

きます。1913年にシスターによって購入されたこのパイプオルガンは状態もよく結婚式でもよ

く利用されています。 

このバルコニーはシスター達の生

活場所の拡張部分で、ここからノ

ビシエートガーデンが見渡せます

。１８８９年にセント･アンズに

修練場が完成したことで地元の女

性たちはわざわざケベックまで行

く必要がなくなり、負担が大幅に

軽減されました。さらにケベック

ではフランス語が主言語であるた

め、英語を主言語とするシスター

達にとっても貴重な修道院となり

ました。ノビシエートガーデンは

若いシスター達の気晴らしの場所

でしたが、そこでも年配のシスタ

ー達が目を光らせていました。１

９６８年にセント･アンズの修道

院は閉鎖され、クイーンズウッド

ハウスにあるシスター達の新しい

施設へと移されました。その頃、

教会と一般社会の間に大きな変化

が生じ、その結果、多くのシスタ

ー達が宗教的な暮らしをやめ、一

般社会へと復帰しました。その後

、修道会への加入を選択する女性

は少数となりました。現在では、

ノビシエートガーデンに１９２５

年当時の見晴台が再現され、緑に

囲まれたこの庭園ではチャペルと

同じく結婚式がとり行われていま

す。 

“セント･アンズでの時間は人生を豊かにしてくれる
最高のものでした。他にそのような組織はありませ
んでした。だから、私はシスターになることを決断
しました。” 

(匿名、シスター 1949～) 

 
“私は１９４６年にケベックにある修道院に入りま
した。その時、私は１８歳でした。今でも私は神様
が私を呼んでくださったのだと思っています。” 

(匿名、シスター 1946～) 

 
“ノビシエートガーデンには休憩用の大きな小屋が
ありました。そこでよくリラックスしたり、時には
縫い物などをしたりしていました。” 

(匿名、シスター 1928～) 

 
“私たちは常に注意を払っていなければなりません
でした。なぜなら、人々がチャペルで神に祈りを捧
げているときに騒がしくしてはいけなかったからで
す。” 

(匿名、生徒 1948～52、シスター 1952～) 

 
“セント･アンズに入ったことがごく自然なことであ
ったように、セント･アンズを離れることも私にとっ
てはごく自然なことでした。私はシスターであるこ
とが自分にはもはやふさわしくないと考えたのでし
た。” 

(匿名、生徒 1957～63、元シスター 1964～69) 

 
“私は今でもセント･アンズを離れるときに書いた手
紙のコピーを持っています。” 

(匿名、元シスター 1964～69) 

●チャペルに最も近い2枚のバルコニーの窓を見てみると、真新しいコンクリート構造の吹き抜

けがあります。これはセント･アンズ・アカデミーの初期の屋根やレンガ造りの前面を支える

ためのものです。 

９.バルコニー/ノビシエートガーデン 


